
・衝突軽減ブレーキ（CMBS）は、⾃⾞が前⽅の⾞両のほぼ真後ろから追突するおそれがあるときや、
対向⾞に正⾯から衝突するおそれがあるときおよび歩⾏者に衝突するおそれがあるときに、運転者の
ブレーキ操作を支援し、衝突を回避したり衝撃を軽減するシステムです。
・⾃⾞が約5km/h以上で⾛⾏中に、⾃⾞との速度差が約5km/h以上ある⾞両および歩⾏者に対して
衝突のおそれがある時に、CMBSが作動します。
・対向⾞および歩⾏者に対しては、⾃⾞が約100km/h以下で⾛⾏中に衝突のおそれがある時に、
CMBSが作動します。
・CMBSが作動し、停⾞した後または衝突のおそれがなくなったと判断した後に⾃動ブレーキは
解除されます。
・衝突軽減ブレーキ（CMBS）は、あらゆる状況で衝突を回避できるシステムではありません。
レーダーやカメラは天候や速度、路⾯状況によって検知しにくいことがあります。
・取扱説明書に従い使用しないと、衝突などの事故につながり、死亡または重大な障害に
いたるおそれがあります。
・周囲の状況を確認し、⼗分な⾞間距離を保ち安全運転を⾏ってください。
・ご使用の前に、必ずご使用になる機種の取扱説明書をお読みください。
取扱い説明書は、Hondaホームページにて、閲覧可能です。

■衝突軽減ブレーキ（CMBS）



■路外逸脱抑制機能
路外逸脱抑制機能は路外逸脱抑制機能がONされている時にフロントガラス上部に設置され
たカメラによって左右の⽩線または⻩⾊線を検知し，⽅向指⽰器（ウィンカー）を使⽤せずに
⽩線（⻩⾊線）を逸脱、もしくは逸脱しそうになったことを判断したとき，作動します。
作動時はマルチインフォメーションディスプレイにより警報を⾏うと共に，ステアリングの振動もしく
はブザー音により運転手の回避操作を促し、 回避操作が無い場合にはステアリングを制御し
て⾞線内への復帰を⽀援します。
・本システムは⾞速が約60km/hから100km/hで直線または緩やかなカーブの道路を
⾛⾏しているときに作動します。
・道路状況，⾞両状態及び天候状態等によってはシステムが作動しない場合があります。
・運転者が加速やブレーキ操作、急なステアリング操作を⾏っている場合は作動しません。
・カスタマイズ機能で路外逸脱抑制システム設定を［操舵アシストなし 警報のみ］に
設定した場合は警報機能のみ作動し、ステアリングの制御は作動しません。
・機能の能⼒には限界がありますので、過信せず、常に周囲の状況に気を付け安全運転を
お願いします。
・ご使用の前に、必ずご使用になる機種の取扱説明書をお読みください。
取扱い説明書は、Hondaホームページにて、閲覧可能です。



■リアワイドカメラ
・後退時は、必ず目視やミラーなどで後方および周囲の安全を直接確認してください。
・リアワイドカメラシステムのカメラは特殊なレンズを使⽤しているため、画⾯に表⽰される映像の距離感覚は
実際の距離とは異なります。
・リアワイドカメラのレンズは常にきれいにし、ふさがれることがないようにしてください。
・ご使用の前に、必ずご使用になる機種の取扱説明書をお読みください。
取扱い説明書は、Hondaホームページにて、閲覧可能です。



・誤発進抑制機能/後方誤発進抑制機能は、停⾞時や約10km/h以下で⾛⾏しているとき、
⾃⾞のほぼ真正面/ほぼ真後ろの近距離に⾞両などの障害物があるにもかかわらず、アクセルペダルを
踏み込んだ場合に、エンジン出⼒を抑制し、急な発進を防止するとともに、音と表示で接近を知らせます。
・誤発進抑制機能/後⽅誤発進抑制機能は、アクセルペダルの踏み込み量が少ないときや
CMBSをOFFにしているときは作動しません。
・誤発進抑制機能/後方誤発進抑制機能の作動後、アクセルペダルを離したときやアクセルペダルを
約4秒間踏み続けたときは作動解除します。
・誤発進抑制機能/後方誤発進抑制機能は、あらゆる状況でアクセルペダルの踏み間違いや
踏みすぎによる衝突を軽減したり防止できるものではありません。天候や速度、路⾯状況によって
障害物を検知しにくいことがあります。
・運転者がセレクトレバーやペダルの位置および周囲の状況を確認し、安全運転を⼼がけ⾛⾏してください。
・ご使用の前に、必ずご使用になる機種の取扱説明書をお読みください。
取扱い説明書は、Hondaホームページにて、閲覧可能です。

■ペダル踏み間違い時加速抑制装置
（誤発進抑制機能/後方誤発進抑制機能）


